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ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
め
ぐ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
創
造
空
間
小
山
敏
夫
は
じ
め
に
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
を
め
ぐ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
創
造
空
間
」
は
突
飛
に
響
く
か
も
知
れ
な
い
。
ハ
ー
ン
は
一
九
〇
四
年
に
五
四
歳
で
日
本
で
突
然
亡
く
な
る
が
、
そ
の
こ
ろ
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
（
一
八
九
七
〜
一
九
六
二
）
は
日
本
か
ら
は
遙
か
か
な
た
の
ア
メ
リ
カ
南
部
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
の
小
さ
な
町
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
小
学
生
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
実
の
出
会
い
は
あ
り
え
な
い
。
実
際
こ
の
両
者
の
地
理
的
な
距
離
や
時
間
差
を
考
え
る
と
、
二
人
の
接
点
は
皆
無
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
両
者
が
共
有
し
た
ア
メ
リ
カ
南
部
の
都
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
い
う
接
点
か
ら
糸
を
た
ぐ
っ
て
い
く
と
、
こ
の
二
人
に
は
時
空
を
越
え
た
不
思
議
な
結
び
つ
き
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
二
人
が
共
有
し
た
、
ク
リ
オ
ー
ル
文
化
（
１
）
の
豊
か
な
ア
メ
リ
カ
南
部
体
験
と
い
う
ト
ポ
ス
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
時
代
を
超
え
た
審
美
性
や
創
造
性
の
側
面
が
強
く
、
日
本
人
が
ハ
ー
ン
を
愛
し
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
を
愛
読
す
る
根
源
に
潜
む
あ
る
奥
妙
な
審
美
空
間
と
も
言
え
る
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
心
の
深
奥
に
あ
る
審
美
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二
三
）
性
、
あ
る
い
は
人
間
の
あ
り
様
や
生
き
方
へ
の
共
通
空
間
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
国
境
や
時
代
を
超
え
た
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
ハ
ー
ン
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
体
験
か
ら
始
め
て
、
次
に
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
友
と
芸
術
体
験
、
さ
ら
に
文
学
活
動
に
触
れ
、
続
け
て
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
発
刊
さ
れ
た
文
芸
雑
誌
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
を
介
し
た
結
び
つ
き
を
探
る
。
そ
し
て
次
に
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
高
く
評
価
し
、
影
響
も
受
け
た
詩
人
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
エ
イ
ケ
ン
の
長
詩
『
塵
の
館
―
―
交
響
曲
―
―
』
に
組
み
込
ま
れ
た
ハ
ー
ン
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
二
人
の
文
学
上
の
接
点
を
考
察
し
、
最
後
に
異
文
化
空
間
を
超
え
た
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
共
有
す
る
創
造
空
間
を
探
っ
て
み
た
い
。
（
一
）
ハ
ー
ン
を
育
ん
だ
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
ハ
ー
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
赴
く
の
は
、
混
乱
を
極
め
た
南
部
再
建
時
代
の
終
わ
り
の
一
八
七
七
年
だ
が
、
そ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
幼
く
し
て
不
幸
な
家
庭
生
活
を
強
い
ら
れ
た
ハ
ー
ン
は
、
大
叔
母
の
庇
護
の
も
と
、
一
八
六
三
年
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ア
シ
ョ
ー
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
セ
ン
ト
・
カ
ス
バ
ー
ト
神
学
校
に
入
学
し
て
寮
生
活
を
す
る
。
し
か
し
、
一
八
六
六
年
校
庭
で
遊
戯
中
に
ロ
ー
プ
の
結
び
目
が
左
目
に
当
っ
て
失
明
し
、
さ
ら
に
庇
護
者
ブ
レ
ナ
ン
夫
人
の
破
産
で
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
不
幸
の
連
続
し
た
青
春
時
代
を
引
き
ず
っ
て
一
八
六
九
年
に
一
九
歳
で
北
米
へ
移
民
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
悲
惨
な
生
活
の
あ
と
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
に
行
き
、
そ
こ
で
印
刷
屋
ヘ
ン
リ
ー
・
ワ
ト
キ
ン
に
救
わ
れ
る
。
ハ
ー
ン
は
ワ
ト
キ
ン
の
庇
護
の
も
と
貧
窮
の
ど
ん
底
か
ら
は
い
上
が
り
、
七
四
年
『
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
・
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
』
の
社
員
と
な
り
、
事
件
記
者
と
し
て
名
を
あ
げ
る
。
七
五
年
六
月
に
は
混
血
女
性
マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
と
結
婚
す
る
が
、
周
囲
の
冷
た
い
目
も
あ
っ
て
二
人
の
生
活
は
長
く
続
か
ず
、
七
七
年
逃
げ
る
よ
う
に
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ー
ン
ズ
ヘ
南
下
し
、
七
八
年
『
デ
イ
リ
ー
・
シ
テ
ィ
・
ア
イ
テ
ム
』
に
職
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
南
部
の
都
は
、
ハ
ー
ン
の
そ
れ
ま
で
の
二
七
年
の
生
涯
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
心
休
ま
る
場
所
に
な
る
。
そ
こ
は
か
つ
て
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
し
た
、
ラ
テ
ン
の
血
の
歴
史
を
受
け
継
い
だ
ア
メ
リ
カ
で
は
特
殊
な
土
地
で
、
ク
リ
オ
ー
ル
と
言
わ
れ
る
ラ
テ
ン
の
血
と
黒
人
の
血
が
混
じ
っ
た
人
び
と
が
多
く
暮
ら
し
、
様
々
な
ク
リ
オ
ー
ル
文
化
が
花
開
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
当
地
は
異
質
・
異
端
的
な
も
の
に
対
し
て
寛
容
で
あ
り
、
異
端
的
な
青
春
時
代
を
送
り
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
血
を
引
く
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
も
ど
こ
よ
り
も
親
近
感
が
持
て
た
場
所
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
最
初
一
八
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た
小
さ
な
新
聞
社
『
デ
イ
リ
ー
・
シ
テ
ィ
・
ア
イ
テ
ム
』
に
採
用
さ
れ
、
ブ
レ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
や
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
を
初
め
と
し
た
文
芸
記
事
や
同
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
翻
訳
な
ど
を
手
が
け
る
。
次
に
一
八
八
一
年
に
合
併
し
て
で
き
た
『
タ
イ
ム
ズ
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
』
の
文
芸
部
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
そ
こ
で
主
に
文
化
欄
を
担
当
し
て
、
海
外
情
報
の
紹
介
や
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
作
品
の
翻
訳
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
文
学
的
な
香
り
の
高
い
記
事
を
掲
載
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
は
ま
た
、
当
地
の
ク
リ
オ
ー
ル
の
生
活
や
言
葉
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
、
そ
の
物
語
や
言
葉
の
蒐
集
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
も
や
は
り
「
異
国
」
の
地
で
あ
り
、
決
し
て
永
住
の
地
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
不
安
な
心
情
を
物
語
る
一
例
が
死
後
出
版
さ
れ
た
一
女
性
と
交
わ
し
た
手
紙
の
端
々
に
読
み
と
れ
る
。
こ
の
女
性
は
、
ア
ネ
ッ
タ
・
ハ
リ
デ
イ
（A
n
n
etta
H
alliday
）
と
い
い
、
シ
ン
シ
ナ
チ
時
代
の
少
女
の
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ハ
ー
ン
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
滞
在
中
に
来
て
、
半
年
そ
こ
に
滞
在
し
、
ハ
ー
ン
に
創
作
の
指
導
も
う
け
た
女
性
で
あ
る
。
だ
が
感
情
的
な
も
つ
れ
も
あ
り
彼
女
は
ハ
ー
ン
の
も
と
を
離
れ
、
紆
余
曲
折
の
あ
と
一
八
八
九
年
に
デ
ト
ロ
イ
ト
に
居
を
構
え
る
が
、
そ
の
頃
か
ら
文
通
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
彼
女
は
イ
タ
リ
ア
人
と
結
婚
し
、
伯
爵
夫
人
ア
ネ
ッ
タ
・
ハ
リ
デ
イ
・
ア
ン
ト
ナ
（C
ou
n
tess
A
n
n
etta
H
alliday
A
n
ton
a
）
と
な
る
が
、
文
通
は
断
続
的
に
続
き
、
ハ
ー
ン
晩
年
の
日
本
か
ら
の
手
紙
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
、
ア
ネ
ッ
タ
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
滞
在
中
に
、
彼
女
が
彼
の
人
柄
を
弁
護
し
て
く
れ
た
こ
と
を
聞
い
て
感
激
し
、
彼
女
の
こ
と
を
「
異
端
者
」（“P
agan
”
）
と
呼
び
か
け
な
が
ら
文
通
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
彼
女
へ
の
思
い
や
赤
裸
々
な
心
情
が
吐
露
さ
れ
て
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お
り
、
異
国
の
地
で
の
孤
独
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
に
は
、
普
通
は
経
歴
に
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
書
か
れ
て
い
て
、
特
に
大
叔
母
の
破
産
で
退
学
し
た
後
の
足
取
り
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
七
才
で
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
逃
げ
る
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
が
、
そ
れ
は
大
都
会
の
場
末
で
、
か
つ
て
大
叔
母
ブ
レ
ナ
ン
の
と
こ
ろ
に
仕
え
て
い
た
キ
ャ
サ
リ
ン
と
い
う
女
性
の
家
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
学
校
の
制
服
を
着
て
、
文
無
し
の
ま
ま
そ
こ
に
行
く
。
そ
こ
に
は
キ
ャ
サ
リ
ン
の
親
戚
で
見
目
麗
し
い
少
女
が
お
り
、
や
が
て
二
人
は
仲
む
つ
ま
じ
く
な
り
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果
に
な
っ
て
そ
こ
を
追
わ
れ
、
悪
の
巣
窟
よ
う
な
セ
ン
ト
・
ジ
ャ
イ
ル
ズ
（S
t.
G
iles
）
に
逃
げ
込
ん
だ
と
告
白
し
て
い
る
。
や
が
て
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
振
り
出
し
に
最
後
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
落
ち
着
く
が
、
そ
こ
で
も
孤
独
で
あ
っ
た
こ
と
、
文
明
・
進
歩
・
合
理
性
な
ど
を
嫌
い
、
混
血
、
異
文
化
、
陰
影
、
死
の
影
、
ゆ
が
み
（
宴
曲
性
）
な
ど
へ
の
嗜
好
、
さ
ら
に
色
に
対
す
る
非
常
に
繊
細
な
感
覚
、
審
美
性
な
ど
が
自
分
の
特
徴
だ
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
目
が
悪
化
し
、
一
度
は
拳
銃
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
潜
ま
せ
、
親
し
く
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
医
者
ル
ド
ル
フ
・
マ
タ
ス
（R
u
dolph
M
atas
）
の
診
断
次
第
で
は
自
殺
も
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
ま
で
も
書
い
て
い
る
（
２
）
。
ハ
ー
ン
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
告
白
し
た
後
、
ペ
イ
ガ
ン
を
信
用
し
て
い
る
ゆ
え
に
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
人
に
話
さ
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
を
述
懐
し
た
と
い
い
、
も
う
愛
想
を
つ
か
さ
れ
て
彼
女
か
ら
手
紙
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
書
き
な
が
ら
、
彼
女
の
灰
色
の
目
が
絶
望
し
た
幽
霊
の
よ
う
な
姿
を
見
れ
ば
、
ま
た
手
紙
を
書
く
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
切
な
い
心
情
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
さ
ら
に
、
彼
が
マ
ル
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ジ
プ
シ
ー
の
血
を
受
け
継
い
で
お
り
、
そ
の
血
の
モ
ッ
ト
ー
は
も
の
に
憧
れ
、
高
き
を
目
指
す
も
の
だ
と
結
ん
で
彼
女
へ
の
憧
れ
を
吐
露
し
て
い
る
。
一
方
こ
の
南
部
の
文
化
の
香
り
の
高
い
都
会
は
、
ハ
ー
ン
の
文
才
を
大
い
に
発
揮
さ
せ
、
読
書
の
機
会
を
与
え
、
豊
か
な
体
験
を
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
し
て
く
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
彼
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
来
て
二
つ
の
新
聞
社
に
勤
め
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
書
い
た
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社
説
記
事
の
幅
の
広
さ
に
は
驚
く
も
の
が
あ
り
、
天
文
学
、
星
座
学
、
宇
宙
現
象
、
地
質
学
、
外
国
の
地
に
関
す
る
も
の
や
、
人
種
（
ク
リ
オ
ー
ル
）
へ
の
強
い
関
心
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
ハ
ー
ン
は
、
ゴ
ー
チ
エ
を
初
め
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ユ
イ
ス
マ
ン
、
ゾ
ラ
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ロ
テ
ィ
な
ど
フ
ラ
ン
ス
近
代
作
家
の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
短
い
物
語
の
翻
訳
を
掲
載
し
、
文
学
的
な
香
り
は
多
く
の
読
者
を
引
き
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
八
二
年
は
、
初
め
て
の
訳
書
で
あ
る
ゴ
ー
チ
エ
の
『
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
一
夜
と
そ
の
他
の
幻
想
物
語
集
』（O
n
e
of
C
leopatra’s
N
igh
ts
）
を
自
費
出
版
し
て
い
る
が
、
あ
と
で
詳
し
く
論
じ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
の
象
徴
主
義
、
世
紀
末
、
芸
術
至
上
主
義
な
ど
へ
の
強
い
関
心
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
関
心
と
深
い
と
こ
ろ
で
共
振
し
て
い
る
。
特
に
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
『
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ス
ケ
ッ
チ
ズ
』
や
『
蚊
』
な
ど
に
は
、
ゴ
ー
チ
ェ
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ゴ
ー
チ
ェ
的
な
芸
術
至
上
の
志
向
が
顕
著
に
な
る
の
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
来
て
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
接
点
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ン
は
、
新
聞
記
者
、
翻
訳
家
、
小
説
家
な
ど
多
く
の
顔
を
持
っ
て
い
た
が
、
い
わ
ゆ
る
正
統
の
文
学
の
流
れ
の
中
に
は
入
り
に
く
く
、
滞
在
当
時
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
文
学
史
の
う
え
で
も
文
学
的
な
評
価
は
低
く
、
日
本
で
の
評
価
を
除
け
ば
、
英
米
文
学
の
世
界
で
は
一
部
を
除
き
長
い
間
軽
視
・
無
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
評
価
さ
れ
始
め
た
の
は
、
南
部
文
学
の
復
興
が
一
つ
の
契
機
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
と
っ
て
は
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
後
で
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
の
関
連
で
触
れ
る
、
一
九
二
一
年
に
発
刊
さ
れ
る
文
芸
誌
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
で
は
、
創
刊
号
か
ら
ハ
ー
ン
の
以
前
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
南
部
文
学
の
先
駆
者
と
し
て
の
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
二
年
の
二
月
八
日
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
が
宣
伝
の
た
め
に
作
成
し
た
、「
ル
イ
ジ
ア
ナ
へ
の
献
辞
」（“T
o
T
ribu
te
to
L
ou
isian
a”
）
と
い
う
大
判
の
厚
紙
に
は
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ケ
イ
ブ
ル
（
一
八
四
四
〜
一
九
二
五
）
な
ど
と
と
も
に
ハ
ー
ン
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
（
３
）
、
時
代
と
と
も
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
（
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
）
の
顔
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
生
ま
れ
の
ケ
イ
ブ
ル
は
、
ク
リ
オ
ー
ル
社
会
（
文
化
）
に
注
意
を
向
け
作
品
に
描
き
込
ん
だ
南
部
文
学
の
重
要
な
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作
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
南
部
作
家
も
人
種
問
題
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
、
四
〇
年
間
住
ん
だ
故
郷
を
異
端
と
し
て
去
っ
て
北
部
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
ハ
ー
ン
は
、
彼
の
五
四
年
の
人
生
で
は
も
っ
と
も
長
い
二
〇
年
間
を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
日
本
で
の
一
四
年
間
と
比
較
し
て
も
長
い
。
そ
し
て
そ
の
二
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
に
は
ハ
ー
ン
の
愛
憎
が
渦
巻
い
て
い
る
。
彼
は
一
八
六
九
年
、
一
九
歳
で
逃
げ
る
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
カ
に
移
民
の
形
で
入
国
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
初
め
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
二
年
間
は
詳
細
は
不
明
だ
が
悲
惨
な
も
の
で
あ
り
、
続
く
一
八
七
一
〜
一
八
七
七
の
シ
ン
シ
ナ
チ
時
代
も
、
長
い
下
働
き
の
期
間
や
周
囲
の
冷
た
い
目
に
囲
ま
れ
て
安
堵
し
て
暮
ら
せ
た
時
間
は
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
で
は
印
刷
屋
ワ
ト
キ
ン
の
好
意
に
助
け
ら
れ
、『
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
・
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
ラ
ー
』
の
社
員
と
な
り
、
七
五
年
に
は
混
血
女
性
マ
テ
ィ
・
フ
ォ
ー
リ
ー
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
人
種
差
別
が
厳
然
と
残
る
社
会
で
は
違
法
な
結
婚
と
し
て
非
難
さ
れ
、
七
七
年
孤
独
な
ま
ま
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ー
ン
ズ
ヘ
南
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
来
た
の
は
二
七
歳
で
あ
る
。
一
八
七
八
に
当
地
の
『
デ
イ
リ
ー
・
シ
テ
ィ
・
ア
イ
テ
ム
』
の
編
集
助
手
を
手
始
め
に
、
以
来
一
〇
年
間
一
八
八
八
年
ま
で
主
に
新
聞
記
者
活
動
を
し
な
が
ら
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
八
一
年
の
五
月
か
ら
八
八
年
ま
で
『
タ
イ
ム
ズ
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
』
の
編
集
委
員
と
し
て
働
き
、
特
に
後
半
は
仕
事
の
内
容
も
経
済
的
に
も
以
前
と
は
違
う
恵
ま
れ
た
記
者
時
代
を
送
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
作
家
の
翻
訳
を
週
毎
に
掲
載
し
て
好
評
を
博
し
、
当
時
南
部
文
学
で
は
大
御
所
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ケ
イ
ブ
ル
と
も
親
交
を
持
ち
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
は
実
り
あ
る
一
〇
年
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
は
そ
の
後
二
年
近
く
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
紀
行
（
一
八
八
七
年
一
〇
月
か
ら
一
八
八
九
年
四
月
）
を
終
え
、
次
に
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
の
特
派
員
の
形
で
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
、
ハ
ー
ン
三
十
九
歳
）
来
日
し
、
予
想
外
の
人
生
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
幸
運
な
巡
り
合
わ
せ
と
な
っ
て
日
本
を
終
の
住
処
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
日
本
で
の
充
実
し
た
作
家
活
動
の
大
き
な
礎
は
、
一
〇
年
間
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
西
イ
ン
ド
諸
島
の
滞
在
で
あ
っ
た
237
４ 校
（
二
八
）
【L：】Server／関西学院大学／外国語文化研究１４／小山敏夫
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
、
ハ
ー
ン
は
黒
人
の
ク
リ
オ
ー
ル
文
化
に
も
関
心
を
抱
き
、
八
五
年
に
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
や
マ
ル
テ
イ
ニ
ク
地
方
を
中
心
と
し
た
三
五
二
の
俚
諺
を
集
め
た
『
ガ
ン
ボ
箴
言
集
』（G
om
bo
Z
h
èbes
）
や
『
ク
リ
オ
ー
ル
料
理
集
』（L
a
C
u
isin
e
C
rèole
）
を
出
し
て
い
る
。
彼
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
滞
在
中
の
八
七
年
七
月
に
フ
ラ
ン
ス
領
西
イ
ン
ド
諸
島
へ
旅
を
し
て
、
一
旦
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
戻
っ
た
後
、
再
び
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
に
八
九
年
四
月
末
ま
で
滞
在
し
、
そ
の
時
の
体
験
を
ふ
ま
え
セ
ン
ト
・
ピ
エ
ー
ル
で
小
説
『
ユ
ー
マ
』（Y
ou
m
a
）
を
書
き
始
め
て
い
る
。
そ
し
て
帰
米
し
て
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
グ
ー
ル
ド
家
に
寄
寓
し
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
関
係
の
作
品
の
仕
上
げ
を
行
な
い
、『
チ
ー
タ
』（C
h
ita
）
を
一
八
八
八
年
に
発
表
し
、『
ユ
ー
マ
』
を
一
八
九
〇
年
五
月
に
出
版
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
ハ
ー
ン
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
の
特
派
員
と
し
て
日
本
を
目
指
す
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ハ
ー
ン
が
巡
っ
た
一
連
の
西
イ
ン
ド
諸
島
、
特
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
な
ど
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
『
ア
ブ
サ
ロ
ム
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
！
』
と
も
関
わ
り
の
深
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
『
ユ
ー
マ
』
は
、
副
題
が
、「
西
イ
ン
ド
諸
島
の
奴
隷
の
物
語
」
（“T
h
e
S
tory
of
a
W
est-In
dian
S
lave”
）
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
黒
人
ク
リ
オ
ー
ル
の
乳
母
の
物
語
で
あ
る
。
彼
女
は
白
人
ク
リ
オ
ー
ル
の
子
供
の
乳
母
と
し
て
仕
え
、
一
時
は
同
じ
人
種
の
恋
人
が
出
来
て
彼
と
逃
亡
も
考
え
る
が
、
最
後
に
踏
み
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
で
の
一
八
四
八
年
の
黒
人
奴
隷
の
反
乱
時
に
、
白
人
の
主
人
側
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
忠
誠
を
尽
く
し
て
白
人
の
娘
マ
イ
ヨ
ッ
ト
を
抱
い
て
火
中
に
身
を
投
ず
る
物
語
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
『
ア
ブ
サ
ロ
ム
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
！
』
で
は
、
ハ
イ
チ
で
の
一
八
一
二
年
の
奴
隷
反
乱
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
サ
ト
ペ
ン
が
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
の
建
築
家
を
連
れ
て
き
て
サ
ト
ペ
ン
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
を
建
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
チ
ー
タ
』
は
、
一
八
八
六
年
の
春
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ケ
イ
ブ
ル
か
ら
、
一
八
五
六
年
八
月
一
〇
日
に
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
際
に
起
こ
っ
た
あ
る
悲
劇
的
な
事
件
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
ハ
ー
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
創
作
し
た
物
語
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
島
の
沖
合
の
小
さ
な
島
（
ラ
ス
ト
島
）
で
観
光
客
が
被
害
に
あ
い
、
海
岸
で
漁
師
が
死
ん
だ
母
の
胸
に
抱
か
れ
た
ク
リ
オ
ー
ル
の
少
女
（
チ
ー
タ
）
を
見
つ
け
、
養
女
に
し
て
育
て
る
。
時
が
過
ぎ
て
そ
の
島
の
病
人
の
診
察
に
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か
ら
医
者
が
診
察
に
訪
れ
、
そ
こ
で
病
に
倒
れ
、
死
の
間
際
に
養
女
に
な
っ
て
い
た
娘
に
遭
遇
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
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る
。フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
実
際
に
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ン
の
小
説
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
西
イ
ン
ド
諸
島
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
や
ハ
イ
チ
を
舞
台
に
し
た
奴
隷
制
や
乳
母
を
描
く
二
人
の
作
家
に
は
驚
く
べ
き
多
く
の
類
似
点
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
二
人
に
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
エ
イ
ケ
ン
と
い
う
詩
人
を
通
じ
た
接
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
二
）
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
北
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
小
さ
な
田
舎
町
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
過
ご
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
、
異
国
風
土
が
育
む
独
特
の
文
学
や
芸
術
の
香
り
が
漂
う
魅
力
的
な
南
部
の
都
会
で
あ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
最
初
に
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
を
訪
れ
た
の
が
い
つ
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
文
芸
誌
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
発
刊
（
一
九
二
一
年
の
一
月
）
は
訪
問
の
大
き
な
契
機
で
あ
っ
た
。
文
学
を
目
指
す
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
は
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
と
あ
い
ま
っ
て
早
い
時
期
か
ら
脳
裏
に
あ
っ
た
も
の
で
、
や
が
て
ア
ン
ダ
ソ
ン
を
初
め
多
く
の
文
学
や
芸
術
仲
間
の
知
己
を
得
て
、
文
学
創
造
の
糧
と
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
、
一
九
二
一
年
一
二
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
勤
務
し
て
い
た
書
店
を
辞
め
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
帰
る
が
、
彼
は
す
ぐ
に
書
き
た
め
た
詩
を
携
え
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
赴
い
て
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
事
務
所
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
一
室
で
作
家
た
ち
と
ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
（
４
）
。
そ
し
て
翌
年
の
一
九
二
二
年
六
月
号
に
は
、
一
九
二
一
年
の
『
春
の
幻
』
の
「
Ｖ
」
に
当
た
る
詩
篇
が
、「
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
」（“P
ortrait”
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
す
で
に
名
前
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
短
い
詩
篇
と
同
じ
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
に
は
強
い
南
部
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
当
時
辛
辣
な
批
評
家
Ｈ
・
Ｌ
・
メ
ン
ケ
ン
が
書
い
た
、
南
部
批
判
の
「
ボ
ザ
ー
ト
の
サ
ハ
ラ
」（“T
h
e
S
ah
ara
of
th
e
B
ozart”
）
で
、
南
部
は
「
芸
術
、
知
性
、
文
化
的
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
同
様
不
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」
な
地
と
し
て
攻
撃
さ
れ
て
お
り
、
雑
誌
は
そ
の
よ
う
な
攻
撃
を
強
く
意
識
し
た
、
南
部
文
芸
復
興
を
め
ざ
す
運
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
を
拠
点
と
し
た
「
フ
ュ
ー
ジ
テ
ィ
ヴ
」
た
ち
の
文
学
運
動
と
も
並
行
し
、
さ
ら
に
は
こ
の
動
き
が
一
九
三
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
私
の
立
場
』
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
は
終
刊
ま
で
に
二
九
三
名
の
執
筆
者
を
得
て
い
る
よ
う
に
（
５
）
、
南
部
文
芸
復
興
の
大
き
な
礎
と
な
り
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
南
部
意
識
を
強
く
喚
起
し
、
や
が
て
そ
の
地
方
性
を
超
え
る
文
学
創
造
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
編
集
者
は
、
創
刊
号
の
巻
頭
言
で
、
雑
誌
の
精
神
は
、「
真
実
を
語
る
こ
と
で
（
人
を
）
だ
ま
す
」
こ
と
で
あ
る
と
宣
言
し
、
短
編
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
、
書
評
、
ス
ケ
ッ
チ
、
詩
、
警
句
な
ど
を
中
心
に
掲
載
し
、
韻
文
で
は
形
式
よ
り
も
中
身
の
「
真
髄
」
に
重
点
を
置
き
た
い
と
述
べ
て
実
質
重
視
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
本
論
の
主
旨
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
創
刊
号
に
は
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
か
な
り
長
い
エ
ッ
セ
イ
「
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
最
後
の
剣
術
師
範
」（“T
h
e
L
ast
of
th
e
N
ew
O
rlean
s
F
en
cin
g
M
asters”
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
編
集
者
は
、
ハ
ー
ン
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
の
血
を
引
く
「
奇
妙
な
コ
ズ
モ
ポ
リ
タ
ン
」
で
、
古
い
異
国
的
な
も
の
に
惹
か
れ
た
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
紹
介
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
滞
在
中
は
文
学
仲
間
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
揶
揄
さ
れ
、
反
抗
的
な
態
度
を
と
る
大
学
教
師
に
無
視
さ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
欠
点
の
な
い
名
匠
の
技
法
を
愛
で
る
人
々
の
聖
所
に
い
る
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ペ
ー
タ
ー
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
と
並
び
立
つ
作
家
だ
と
評
価
し
、
襟
を
正
し
て
彼
の
エ
ッ
セ
イ
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
も
と
三
五
年
ほ
ど
前
に
ル
イ
ビ
ル
の
月
刊
誌
『
サ
ザ
ン
・
ビ
ヴ
ァ
ー
ク
』（S
ou
th
ern
B
ivou
ac （６
）
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
因
ん
で
掘
り
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
人
公
は
、
ク
リ
オ
ー
ル
の
貴
族
社
会
と
封
建
社
会
に
生
き
る
剣
術
士
ペ
ペ
・
リ
ュ
ー
ラ
（S
en
or
D
on
Jose,
or
P
epe
L
lu
lla
）
の
、
勇
猛
果
敢
な
伝
記
と
な
っ
て
い
る
。
ペ
ペ
は
、
ミ
ノ
ル
カ
出
身
で
、
船
乗
り
の
あ
と
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
身
を
落
ち
着
け
て
剣
術
を
学
び
、
決
闘
が
日
常
茶
飯
事
の
な
か
で
そ
の
名
を
馳
せ
、
最
後
は
ス
ペ
イ
ン
領
の
メ
キ
シ
コ
で
祖
国
の
た
め
に
働
き
、
敵
対
す
る
現
地
の
人
か
ら
も
慕
わ
れ
た
と
い
う
、
い
わ
ば
祖
国
に
仕
え
る
騎
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士
道
精
神
に
溢
れ
た
人
物
を
讃
え
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
古
き
良
き
伝
統
を
守
り
、
人
情
に
厚
い
人
間
性
の
ハ
ー
ン
ら
し
い
筆
致
と
、
後
で
触
れ
る
よ
う
に
ク
リ
オ
ー
ル
と
い
う
意
識
を
非
常
に
強
く
感
じ
さ
せ
る
伝
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
触
れ
た
ハ
ー
ン
の
小
説
『
ユ
ー
マ
』
の
、
最
後
ま
で
主
人
へ
の
忠
誠
を
尽
す
乳
母
の
物
語
と
も
通
じ
る
も
の
で
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（patern
alism
）
の
文
化
伝
統
の
中
で
育
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
も
関
心
を
持
っ
て
読
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
に
は
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
以
外
に
、
一
九
二
一
年
五
月
号
の
「
ア
ブ
デ
ル＝
カ
デ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
貴
婦
人
」（“A
bdel-K
ader
an
d
th
e
F
ren
ch
L
ady”
）
を
初
め
、
四
篇
ほ
ど
の
ハ
ー
ン
の
短
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
二
二
年
に
は
二
回
に
わ
た
っ
て
「
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
」
（“L
afcadio
H
earn
in
N
ew
O
rlean
s”
）
と
い
う
ハ
ー
ン
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
特
に
五
年
半
続
い
た
『
タ
イ
ム
ズ
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
』
の
「
海
外
通
信
（“T
h
e
F
oreign
P
ress”
）」
で
、
ハ
ー
ン
が
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
海
外
の
文
学
者
（
書
）
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
紹
介
を
し
た
こ
と
に
触
れ
、
い
か
に
ハ
ー
ン
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
通
暁
し
て
い
た
か
を
語
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
お
け
る
南
部
文
学
の
旗
手
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
記
事
は
そ
の
他
二
、
三
の
短
い
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
へ
の
関
心
を
考
え
れ
ば
、
創
刊
号
に
盛
ら
れ
た
編
集
方
針
や
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ン
の
記
事
を
強
い
関
心
を
持
っ
て
読
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
ハ
ー
ン
は
何
ら
か
の
形
で
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
脳
裏
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
関
係
は
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
と
い
う
貴
重
な
文
芸
誌
を
軸
に
膨
ら
ん
で
い
き
、
故
郷
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と
は
異
な
る
異
国
性
、
異
文
化
性
、
あ
る
い
は
異
教
的
な
要
素
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
に
ハ
ー
ン
の
存
在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
、
エ
ッ
セ
イ
の
「
古
い
詩
と
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
詩
―
―
あ
る
遍
歴
」
で
、
ハ
ウ
ス
マ
ン
に
接
し
て
彼
の
文
学
の
方
向
が
定
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
ハ
ウ
ス
マ
ン
と
の
出
会
い
は
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
一
九
二
二
年
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
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た
、
ハ
ワ
ー
ド
・
マ
ム
フ
ォ
ー
ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（H
ow
ard
M
u
m
ford
Jon
es
）
が
書
い
た
、「
Ａ
・
Ｅ
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
、
最
後
の
ロ
ー
マ
人
」（“A
.
E
.
H
ou
sm
an
,
L
ast
of
th
e
R
om
an
s”
）
が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ハ
ウ
ス
マ
ン
論
で
は
、
こ
の
詩
人
が
、
最
後
の
異
教
徒
で
あ
り
、
ハ
ウ
ス
マ
ン
が
現
代
詩
へ
の
転
換
点
に
な
っ
て
い
る
点
を
強
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
ハ
ウ
ス
マ
ン
の
異
教
性
は
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
持
つ
異
国
性
や
異
教
性
と
の
連
続
線
上
に
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
、
ア
ン
ダ
ソ
ン
や
多
く
の
文
学
・
芸
術
仲
間
と
の
出
会
い
と
交
友
と
い
う
幸
運
な
巡
り
合
わ
せ
と
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
来
る
前
に
書
い
た
「
古
い
詩
と
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
詩
―
―
あ
る
遍
歴
」
は
、
南
部
文
芸
復
興
を
標
榜
す
る
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
を
脳
裡
に
置
い
て
書
い
た
と
考
え
ら
れ
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
一
九
二
一
年
以
降
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
は
意
義
深
い
文
学
土
壌
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
新
し
い
芸
術
を
求
め
て
来
た
異
郷
の
地
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
対
す
る
心
情
の
一
端
は
、「
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
」
の
一
一
篇
の
九
番
目
の
「
芸
術
家
」
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
芸
術
家
は
、「
大
理
石
、
音
、
画
布
、
あ
る
い
は
紙
に
形
を
与
え
息
吹
を
吹
き
こ
む
血
潮
（
７
）
」
を
体
に
感
じ
、「
創
造
す
る
と
い
う
情
念
の
炎
を
持
た
ぬ
者
に
こ
の
歓
び
は
わ
か
ら
な
い
（
８
）
。」、
と
強
い
創
造
の
血
を
た
ぎ
ら
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
の
芸
術
家
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
熱
い
心
情
の
裏
返
し
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
、
そ
の
芸
術
家
の
創
造
の
本
質
を
、
小
品
集
「
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
」
の
冒
頭
の
「
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
、
三
つ
の
信
条
を
語
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
姿
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
編
集
長
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
フ
レ
ン
ド
が
こ
の
小
品
集
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
到
着
一
ヶ
月
後
の
二
月
の
初
め
で
あ
っ
た
。
都
会
に
住
む
市
井
の
最
初
の
人
物
が
「
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
、
彼
は
、「
三
つ
の
も
の
、
金
、
大
理
石
、
紫
―
―
壮
麗
、
堅
固
、
色
―
―
を
愛
す
る
（
９
）
。」、
と
言
う
が
、
こ
れ
は
芸
術
至
上
主
義
者
の
セ
オ
フ
ィ
ユ
・
ゴ
ー
チ
ェ
の
、『
モ
ー
パ
ン
嬢
―
―
愛
と
情
熱
の
ロ
マ
ン
ス
』
と
い
う
作
品
か
ら
の
引
用
で
あ
る
（
１０
）
。
こ
の
『
モ
ー
パ
ン
嬢
』
と
い
う
作
品
は
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ド
ー
ビ
ニ
ー
と
い
う
破
天
荒
な
歴
史
上
の
人
物
が
下
地
に
な
っ
て
お
り
、
ゴ
ー
チ
ェ
は
、
史
実
の
具
体
的
な
地
名
や
歴
史
を
取
り
去
り
、
夢
幻
の
舞
台
と
人
物
像
に
し
て
、
芸
術
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
初
版
の
副
題
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が
「
二
重
の
愛
」（“dou
ble
am
ou
r”
）
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
女
主
人
公
モ
ー
パ
ン
嬢
が
男
装
し
て
慕
う
女
性
を
翻
弄
し
た
り
、
最
後
は
瞬
間
的
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
戻
っ
て
男
性
に
身
を
任
す
と
い
う
、
性
的
両
義
性
を
テ
ー
マ
と
し
た
変
身
の
物
語
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
根
底
に
は
両
性
具
有
的
な
モ
チ
ー
フ
が
あ
り
、
語
り
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
芸
術
家
ダ
ル
ベ
ー
ル
が
、「
ぼ
く
は
美
を
熱
愛
し
、
美
に
感
応
す
る
。
誰
よ
り
も
美
を
慕
う
彫
刻
家
が
美
を
理
解
す
る
よ
う
に
、
ぼ
く
は
美
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
（
１１
）
。」
と
友
人
宛
の
書
簡
に
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
審
美
性
に
潜
む
芸
術
の
た
め
の
芸
術
と
い
う
根
源
的
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。
ハ
ー
ン
が
こ
の
ゴ
ー
チ
ェ
に
強
い
共
感
や
関
心
を
示
し
て
新
聞
に
紹
介
し
た
り
、
翻
訳
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
も
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
ゴ
ー
チ
ェ
に
は
芸
術
追
究
の
過
程
で
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
古
い
詩
と
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
詩
―
―
あ
る
遍
歴
」
で
、
一
六
歳
で
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
に
絡
め
取
ら
れ
た
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
が
（
１２
）
、
こ
の
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
は
ゴ
ー
チ
ェ
の
強
い
影
響
を
受
け
、
ハ
ー
ン
も
ま
た
ス
ウ
ィ
ン
バ
ー
ン
の
詩
の
色
彩
や
音
に
は
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
共
通
項
を
く
く
っ
て
い
く
と
、
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
は
幻
想
的
な
想
像
力
と
そ
の
芸
術
性
へ
の
関
心
の
強
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
芸
術
至
上
主
義
者
の
作
品
の
引
用
は
、
一
つ
に
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ト
ソ
ン
（
１３
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
編
集
者
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
フ
レ
ン
ド
の
人
間
性
や
価
値
観
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
全
面
的
な
共
感
で
は
な
い
に
し
て
も
、
や
は
り
「
堅
固
な
芸
術
」
を
求
め
る
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
自
身
の
探
求
の
姿
勢
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
時
代
の
芸
術
探
求
の
成
果
は
、
彼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
書
く
『
蚊
』
に
も
表
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
そ
こ
に
、「
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
」
の
「
芸
術
家
」
や
「
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
心
情
を
盛
り
込
み
な
が
ら
彫
刻
家
ゴ
ー
ド
ン
を
塑
像
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
七
年
頃
ま
で
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
初
期
の
豊
か
な
文
学
土
壌
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
間
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
と
い
う
文
芸
雑
誌
を
中
心
と
し
た
南
部
の
芸
術
仲
間
と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ソ
ン
と
の
幸
運
な
出
会
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
ハ
ー
ン
と
の
想
像
次
元
で
の
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文
学
的
な
交
流
も
そ
の
中
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
南
部
の
ク
リ
オ
ー
ル
色
の
濃
い
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
こ
そ
新
し
い
創
造
性
を
育
む
た
め
の
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
（
三
）
ハ
ー
ン
の
愛
の
物
語
と
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
エ
イ
ケ
ン
の
『
塵
の
館
』
以
上
が
大
ま
か
な
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
を
軸
に
し
た
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
結
び
つ
き
で
あ
る
が
、
一
九
二
一
年
当
時
、
こ
の
二
人
に
は
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
エ
イ
ケ
ン
と
い
う
詩
人
の
長
詩
『
塵
の
館
―
―
交
響
曲
―
―
』
を
介
し
た
ま
た
一
つ
の
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
関
係
が
あ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
一
九
二
〇
年
頃
か
ら
エ
イ
ケ
ン
の
詩
を
愛
読
し
て
か
な
り
感
化
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
ン
』
の
一
九
二
一
年
二
月
一
六
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
エ
イ
ケ
ン
の
詩
集
『
回
転
と
映
画
』
の
書
評
は
か
な
り
の
心
酔
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
そ
の
書
評
で
、
斬
新
で
実
験
的
な
詩
人
エ
イ
ケ
ン
像
を
捉
え
、
「
キ
ー
ツ
の
亜
流
を
書
い
た
り
、
中
西
部
の
感
傷
的
な
詩
を
書
い
て
い
る
現
代
ア
メ
リ
カ
詩
人
の
未
熟
な
精
神
に
よ
っ
て
立
ち
こ
め
て
い
る
霧
の
中
に
、
青
天
の
霹
靂
と
も
い
う
べ
き
が
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
エ
イ
ケ
ン
の
詩
で
あ
る
」
と
言
い
な
が
ら
、
エ
イ
ケ
ン
が
、「
柔
軟
な
心
の
持
ち
主
で
、
変
奏
、
倒
置
、
リ
ズ
ム
の
変
化
、
韻
律
の
巧
み
な
使
用
に
た
け
、
彼
の
非
個
性
（im
person
ality
）
の
描
写
が
下
手
な
詩
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
‥
‥
彼
は
、
脳
裏
に
、
音
楽
的
な
型
を
持
っ
て
お
り
、
フ
ー
ガ
的
側
面
を
持
っ
て
い
る
（
１４
）
。」
と
言
っ
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
こ
れ
ら
の
エ
イ
ケ
ン
の
特
徴
を
、『
フ
ォ
ー
ス
リ
ン
の
ジ
ッ
グ
』
や
『
塵
の
館
―
―
交
響
曲
―
―
』
な
ど
に
読
み
取
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
長
編
詩
『
塵
の
館
』
に
ハ
ー
ン
の
小
品
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
エ
イ
ケ
ン
の
詩
を
高
く
評
価
し
て
書
評
を
掲
載
し
た
の
は
、『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
の
創
刊
号
を
読
ん
で
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
、
幻
想
的
な
異
郷
世
界
を
放
浪
す
る
エ
イ
ケ
ン
の
主
人
公
と
、
異
郷
の
地
で
作
家
活
動
を
し
た
ハ
ー
ン
や
そ
の
作
品
の
人
物
を
自
然
に
結
び
つ
け
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
読
ん
だ
『
塵
の
館
』
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
フ
ォ
ア
・
シ
ー
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
一
九
二
〇
年
に
出
版
し
た
も
の
と
考
え
つ
い
た
て
ら
れ
る
が
、
こ
の
長
詩
の
第
二
部
（P
art
Ⅱ
）
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
物
語
は
、「
衝
障
の
乙
女
」（“T
h
e
S
creen
M
aiden
”
）
と
い
う
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
挿
話
に
負
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
断
り
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
イ
ケ
ン
が
借
用
し
た
ハ
ー
ン
の
「
衝
障
の
乙
女
」
は
、
も
と
江
戸
時
代
に
青
木
鷺
水
が
書
い
た
「
絵
の
婦
人
（
お
ん
な
ひ
と
）
に
契
る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
御
伽
百
話
集
』
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
ハ
ー
ン
が
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
物
語
は
、
主
人
公
が
浮
世
絵
師
広
重
（
実
際
は
菱
川
師
宣
（
１５
）
）
の
屏
風
に
描
か
れ
た
美
人
と
一
緒
に
な
る
と
い
う
も
の
で
、
ハ
ー
ン
は
そ
の
中
心
プ
ロ
ッ
ト
を
忠
実
に
借
用
し
な
が
ら
大
幅
に
敷
衍
し
て
、
若
者
の
純
粋
な
愛
の
物
語
に
仕
立
て
て
い
る
。
エ
イ
ケ
ン
は
そ
の
愛
の
モ
チ
ー
フ
を
借
用
し
て
詩
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
京
都
の
若
い
書
生
の
篤
敬
（T
okkei
）
が
、
そ
の
浮
世
絵
師
菱
川
師
宣
の
美
人
を
描
い
た
衝
障
を
買
い
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
少
女
に
次
第
に
惹
か
れ
て
い
く
。
だ
が
し
ょ
せ
ん
か
な
わ
ぬ
恋
に
こ
が
れ
て
病
に
な
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
友
人
で
著
名
な
学
者
が
、
若
者
の
恋
心
を
見
抜
き
、
少
女
を
手
に
す
る
方
法
を
事
細
か
に
教
え
る
。
学
者
は
、
乙
女
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
が
、
魂
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
霊
は
ま
だ
そ
の
絵
の
中
に
あ
り
、
毎
日
絵
の
前
で
思
う
名
前
を
唱
え
続
け
、
さ
ら
に
一
〇
〇
軒
の
違
っ
た
酒
屋
で
求
め
た
酒
を
彼
女
に
差
し
出
せ
と
言
う
。
こ
う
し
て
若
い
学
者
は
絶
望
か
ら
立
ち
直
り
、
言
わ
れ
た
通
り
の
こ
と
を
実
行
す
る
。
彼
は
自
ら
命
名
し
た
名
前
を
優
し
く
呼
び
続
け
て
い
る
と
、
そ
の
彼
女
が
絵
の
中
か
ら
微
笑
み
な
が
ら
出
て
き
て
杯
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
彼
女
は
眉
目
も
性
格
も
申
し
分
な
く
、
二
人
は
堅
い
契
り
を
交
わ
し
相
思
相
愛
の
夫
婦
に
な
る
。
こ
の
物
語
で
は
、
愛
と
生
命
の
復
活
が
大
き
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
が
、
エ
イ
ケ
ン
は
こ
の
若
者
の
純
粋
な
愛
の
物
語
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
道
化
師
を
登
場
さ
せ
て
、
彼
が
実
感
す
る
人
間
の
は
か
な
さ
や
、
塵
の
よ
う
な
人
間
存
在
と
対
比
さ
せ
て
い
る
。
構
造
的
に
も
、
最
初
の
出
だ
し
の
節
と
最
後
の
章
の
最
終
節
が
全
く
同
じ
詩
句
で
く
く
ら
れ
、
人
間
の
運
命
の
循
環
性
が
強
調
さ
れ
て
、
夢
と
現
実
の
生
の
循
環
模
様
が
う
ま
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
エ
イ
ケ
ン
は
ハ
ー
ン
の
愛
の
物
語
を
踏
襲
し
、
愛
の
永
遠
の
相
の
も
と
に
生
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き
る
強
い
愛
の
物
語
を
挿
入
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
夢
幻
の
世
界
で
の
こ
と
で
あ
り
、
塵
に
帰
る
人
間
の
現
実
と
愛
の
物
語
が
並
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
幻
想
の
中
で
の
理
想
の
愛
の
断
片
と
し
て
描
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え
現
実
と
の
対
照
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
エ
イ
ケ
ン
に
読
み
と
っ
て
高
く
評
価
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
愛
の
物
語
よ
り
、
む
し
ろ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
色
彩
を
持
つ
、
交
響
曲
の
形
式
に
則
っ
た
実
験
的
な
三
次
元
の
詩
の
世
界
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
異
国
の
お
と
ぎ
話
の
純
粋
な
愛
の
物
語
を
、
巧
み
に
道
化
師
の
夢
幻
の
世
界
に
入
れ
込
ん
で
、
現
身
の
塵
と
い
う
人
間
存
在
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
異
な
っ
た
時
間
と
空
間
を
描
く
エ
イ
ケ
ン
の
描
き
方
に
も
強
い
印
象
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
塵
と
い
う
人
の
存
在
観
は
ハ
ー
ン
の
奥
深
く
に
あ
っ
て
日
本
で
一
層
深
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
場
合
も
こ
の
塵
の
モ
チ
ー
フ
は
、
詩
作
時
代
を
経
て
、
『
塵
に
ま
み
れ
た
旗
』
か
ら
『
響
き
と
怒
り
』
を
中
心
に
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
作
品
に
色
濃
く
描
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
寓
話
的
な
ハ
ー
ン
の
愛
の
物
語
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
エ
イ
ケ
ン
を
通
じ
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
中
に
入
り
込
み
、
こ
の
よ
う
な
幻
想
と
真
実
の
接
点
に
あ
る
深
い
想
像
世
界
が
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
想
像
力
を
刺
激
し
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
く
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
両
者
の
創
造
空
間
は
深
い
と
こ
ろ
で
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
時
代
前
後
の
作
品
の
多
く
の
作
品
に
は
、
愛
や
生
死
に
ま
つ
わ
る
夢
幻
性
の
色
濃
い
詩
や
物
語
が
多
い
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
（
四
）
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
表
象
と
芸
術
活
動
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
文
芸
誌
『
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
』
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
ち
、
そ
の
中
に
ハ
ー
ン
の
存
在
が
あ
っ
た
し
、
一
八
八
〇
年
代
に
ハ
ー
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
活
躍
し
た
こ
と
も
十
分
に
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
ハ
ー
ン
に
ど
の
程
度
の
関
心
を
持
ち
、
一
九
二
〇
年
代
に
二
〇
年
近
く
前
に
日
本
で
死
ん
だ
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ハ
ー
ン
の
詳
細
を
知
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
む
し
ろ
深
い
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
可
能
性
の
ほ
う
が
強
い
か
も
知
れ
な
い
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
日
本
に
来
た
と
き
も
、
質
問
者
が
、
ハ
ー
ン
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
六
〇
年
前
に
ハ
ー
ン
が
日
本
に
来
た
と
き
、
最
初
は
日
本
人
の
謎
め
い
た
微
笑
み
に
当
惑
し
な
が
ら
、
や
が
て
そ
の
微
笑
み
の
意
味
を
見
つ
け
た
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
日
本
人
の
微
笑
み
を
ど
う
思
う
か
と
い
う
質
問
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
、
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
く
目
に
す
る
微
笑
み
の
表
情
は
、
神
経
質
な
し
か
め
面
だ
と
答
え
て
い
る
（
１６
）
。
こ
の
よ
う
な
応
答
か
ら
も
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ハ
ー
ン
へ
の
関
心
は
薄
か
っ
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
い
う
地
域
的
な
ア
ウ
ラ
を
含
め
た
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
次
元
を
探
っ
て
い
く
と
、
や
は
り
二
人
を
結
び
つ
け
る
共
通
項
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
述
べ
た
幻
想
と
想
像
を
核
と
し
た
創
造
空
間
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
異
教
的
な
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
い
う
都
会
が
持
つ
独
特
の
ク
リ
オ
ー
ル
性
に
関
わ
る
意
識
や
異
質
な
も
の
へ
の
深
い
理
解
と
寛
容
性
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
は
生
来
的
に
も
こ
れ
ら
の
資
質
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
場
合
は
逆
に
自
己
の
内
部
に
次
第
に
醸
成
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
は
も
と
も
と
父
母
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ャ
の
血
を
引
き
、
父
母
の
愛
に
は
恵
ま
れ
ず
放
浪
を
重
ね
る
が
、
先
ほ
ど
の
ペ
ペ
・
リ
ュ
ー
ラ
の
人
物
像
に
も
、
ハ
ー
ン
の
複
雑
な
血
筋
と
放
浪
へ
の
こ
だ
わ
り
が
読
み
取
れ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
滞
在
の
あ
と
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
に
八
九
年
四
月
末
ま
で
滞
在
し
、
次
に
ア
メ
リ
カ
で
文
筆
を
生
か
す
将
来
を
考
え
て
い
た
時
に
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
の
日
本
取
材
の
話
が
あ
り
、
迷
っ
た
末
特
派
員
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
日
本
と
の
不
思
議
な
縁
は
、
ハ
ー
ン
が
一
八
八
四
年
一
二
月
一
六
日
か
ら
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
開
か
れ
た
万
国
綿
花
博
覧
会
の
取
材
で
日
本
館
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
際
知
り
合
っ
た
政
府
代
表
の
服
部
一
三
と
の
知
己
が
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
お
り
、
万
博
で
展
示
さ
れ
て
い
た
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
訳
し
た
『
古
事
記
』
な
ど
も
ハ
ー
ン
の
好
奇
心
を
大
い
に
惹
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
島
で
の
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
テ
ィ
（P
ierre
L
oti
）
の
日
本
に
関
す
る
作
品
『
お
菊
さ
ん
』（M
ad
am
e
C
h
rysan
th
em
e
〜
,
一
八
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や
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
滞
在
中
読
ん
だ
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
ロ
ウ
ェ
ル
（P
ercival
L
ow
ell
）
の
『
極
東
の
魂
』（T
h
e
S
ou
l
of
th
e
F
ar
E
ast,
一
八
八
八
）
な
ど
に
も
触
発
さ
れ
る
。
そ
し
て
日
本
に
立
つ
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
の
美
術
編
集
長
だ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
パ
ッ
ト
ン
か
ら
、
日
本
の
美
術
や
文
学
の
話
を
聞
い
た
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
書
物
を
借
り
て
読
み
、
日
本
へ
行
く
決
意
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
（
１７
）
。
ハ
ー
ン
は
、
一
八
九
〇
年
三
月
八
日
、
画
家
ウ
エ
ル
ド
ン
と
と
も
に
日
本
に
向
け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
立
ち
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
か
ら
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
行
き
、
そ
こ
で
一
八
日
に
ア
ビ
シ
ニ
ア
号
に
乗
船
、
四
月
四
日
横
浜
に
着
く
。
そ
の
直
後
『
ハ
ー
パ
ー
ズ
』
と
の
契
約
に
不
満
を
持
ち
、
契
約
を
破
棄
し
て
予
期
し
な
か
っ
た
、
し
か
し
幸
運
な
運
命
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
西
イ
ン
ド
諸
島
か
ら
ア
ジ
ア
へ
と
い
う
ハ
ー
ン
の
放
浪
は
、
フ
ラ
ン
ス
中
心
の
文
学
や
発
想
か
ら
ま
す
ま
す
離
れ
、
非
西
欧
的
な
ク
リ
オ
ー
ル
性
へ
の
傾
斜
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
、
ク
リ
オ
ー
ル
と
い
う
彼
の
身
体
性
を
生
か
し
、
さ
ら
に
異
質
の
ク
リ
オ
ー
ル
文
化
に
触
れ
、
澄
ん
だ
ク
リ
オ
ー
ル
の
目
で
、
近
代
性
の
背
後
に
あ
る
人
間
の
美
し
い
部
分
を
観
察
し
て
言
語
化
す
る
と
い
う
過
程
を
た
ど
り
、
そ
の
真
髄
は
日
本
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
鋭
い
目
は
異
教
的
あ
る
い
は
多
神
教
的
な
も
の
に
傾
斜
を
深
め
て
い
く
。
ハ
ー
ン
が
日
本
に
来
て
す
ぐ
に
人
力
車
で
寺
社
を
回
っ
て
感
じ
る
宗
教
性
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
魂
や
霊
を
見
出
す
汎
神
論
的
な
も
の
で
、
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
血
筋
を
ひ
く
ギ
リ
シ
ャ
の
多
神
教
性
や
、
さ
ら
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
古
代
の
神
々
に
通
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
想
像
力
を
軽
視
す
る
近
代
批
判
へ
つ
な
が
り
、
彼
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、「
人
間
は
、
知
識
よ
り
も
幻
想
に
頼
る
存
在
な
の
だ
。
思
索
す
る
上
で
、
た
い
が
い
批
判
的
で
破
壊
的
な
理
性
よ
り
も
、
全
体
的
に
み
て
建
設
的
な
想
像
力
の
方
が
、
わ
れ
わ
れ
の
幸
福
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
１８
）
。」
と
い
う
問
い
か
け
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ン
の
場
合
は
生
来
的
に
ク
リ
オ
ー
ル
性
を
持
ち
、
世
界
を
放
浪
し
な
が
ら
そ
の
ク
リ
オ
ー
ル
性
を
深
め
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
場
合
は
逆
に
、
異
郷
の
地
で
ク
リ
オ
ー
ル
性
と
出
会
い
、
そ
の
異
な
る
も
の
を
生
来
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
土
壌
に
吸
収
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
時
的
に
カ
ナ
ダ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
か
け
た
と
は
い
え
、
ニ
ュ
ー
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オ
ー
リ
ン
ズ
に
来
る
ま
で
は
三
〇
歳
近
く
ま
で
故
郷
に
い
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
は
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
と
い
う
南
部
の
都
会
は
ハ
ー
ン
と
は
全
く
異
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
一
つ
に
は
そ
れ
は
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
数
々
の
異
質
な
も
の
と
の
遭
遇
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
都
会
的
な
洗
練
や
奸
計
の
世
界
、
高
等
娼
婦
に
代
表
さ
れ
る
美
と
老
い
が
混
淆
す
る
世
界
、
芸
術
性
の
横
溢
す
る
世
界
、
異
教
的
資
質
、
人
種
の
混
淆
な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
る
、
い
わ
ば
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
表
象
と
も
呼
べ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
降
の
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
文
学
に
様
々
な
色
合
い
を
加
味
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
は
一
九
二
四
年
以
降
急
速
に
散
文
へ
の
傾
向
を
強
め
て
い
く
が
、
そ
れ
も
こ
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
表
象
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
偶
然
と
は
い
え
、
二
人
は
二
七
歳
と
い
う
年
に
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
来
て
、
異
郷
の
文
学
的
魅
力
の
中
で
各
々
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
の
異
質
体
験
と
そ
の
観
察
は
、
当
地
の
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
短
編
や
小
品
に
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
触
れ
た
十
一
人
の
独
白
か
ら
な
る
「
ニ
ュ
ー
オ
ー
ル
リ
ン
ズ
」
で
は
、
裕
福
な
ユ
ダ
ヤ
人
、
僧
、
若
者
ジ
ェ
ニ
ー
、
水
夫
、
靴
直
し
、
沖
仲
士
、
巡
査
、
乞
食
、
芸
術
家
、
娼
婦
、
観
光
客
の
各
々
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
ル
リ
ン
ズ
で
の
生
活
実
態
か
ら
出
た
心
情
が
独
白
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
栄
光
の
陰
に
い
る
多
様
な
人
々
の
、
望
郷
の
念
、
失
わ
れ
た
過
去
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
、
疎
外
、
夢
幻
、
諦
念
、
暗
い
宿
命
感
、
聖
と
俗
（
性
）
と
の
葛
藤
、
時
に
は
都
会
の
ず
る
さ
や
抜
け
目
な
さ
、
あ
る
い
は
少
数
と
は
い
え
、
希
望
や
愛
や
芸
術
を
希
求
す
る
人
々
の
様
々
な
角
度
か
ら
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
孤
独
、
絶
望
、
頽
廃
を
反
映
し
た
り
、
荒
地
的
色
彩
の
濃
い
都
会
や
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
一
方
で
は
、
放
浪
と
望
郷
、
そ
し
て
再
生
や
帰
還
の
願
望
の
イ
メ
ー
ジ
が
渦
巻
い
て
お
り
、
特
に
二
十
世
紀
の
作
家
た
ち
に
は
、
破
壊
と
創
造
、
断
片
と
統
合
、
伝
統
と
近
代
主
義
、
世
紀
末
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
背
反
性
の
意
識
と
、
そ
の
統
合
性
の
強
い
意
図
が
働
い
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
そ
れ
ら
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
場
所
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
（
１９
）
。
そ
れ
は
、
故
郷
の
土
壌
た
る
「
丘
」
や
「
木
（
霊
）」
に
表
象
さ
れ
る
土
着
の
世
界
に
、
都
会
の
持
つ
洗
練
さ
や
芸
術
、
そ
し
て
異
質
の
世
界
が
混
淆
し
て
い
く
地
で
あ
り
、
両
者
の
接
点
は
『
蚊
』
を
初
め
と
す
る
幾
多
の
創
造
世
界
を
経
な
が
ら
、
輻
輳
し
た
人
種
的
な
色
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彩
も
深
め
て
い
く
。
そ
れ
ら
は
ま
ず
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
に
関
す
る
物
語
に
表
れ
、
や
が
て
『
パ
イ
ロ
ン
』
か
ら
『
ア
ブ
サ
ロ
ム
、
ア
ブ
サ
ロ
ム
！
』
の
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ト
ペ
ン
の
世
界
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ボ
ン
の
世
界
で
一
つ
の
頂
点
を
形
成
し
な
が
ら
、『
野
性
の
棕
櫚
』
か
ら
『
行
け
、
モ
ー
セ
』、
さ
ら
に
は
『
館
』
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
五
）
異
文
化
空
間
か
ら
の
創
造
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
重
な
り
合
い
を
見
て
い
く
と
、
二
人
の
創
造
世
界
は
、
四
〇
年
間
の
時
間
を
超
え
て
、
同
質
的
な
色
彩
を
帯
び
て
く
る
。
ハ
ー
ン
の
文
学
が
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
香
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
同
時
に
「
西
洋
」
と
は
相
反
す
る
も
の
に
執
着
し
た
こ
と
と
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
土
着
の
南
部
を
拠
り
所
に
し
な
が
ら
、
ク
リ
オ
ー
ル
的
な
異
質
・
異
教
体
験
を
通
じ
て
彼
の
文
学
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
同
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
せ
ば
、
ハ
ー
ン
が
体
現
す
る
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
文
学
風
土
や
ク
リ
オ
ー
ル
性
は
、
反
近
代
性
や
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
も
の
を
根
源
と
し
て
お
り
、
そ
の
精
神
は
「
異
な
る
も
の
」
へ
の
共
感
や
美
意
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
従
来
の
伝
統
を
破
壊
す
る
新
し
い
も
の
の
豊
か
な
土
壌
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
は
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
滞
在
中
は
グ
ラ
ン
ド
島
を
め
ぐ
り
、
ま
た
二
年
間
西
イ
ン
ド
諸
島
を
回
っ
て
そ
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
、
紀
行
文
や
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
小
品
集
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
奴
隷
制
度
下
で
の
ク
リ
オ
ー
ル
の
乳
母
ユ
ー
マ
の
白
人
一
家
へ
の
忠
誠
を
描
い
た
『
ユ
ー
マ
』
の
よ
う
な
小
説
ま
で
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
日
本
に
来
て
、
合
理
的
な
近
代
性
の
陰
に
隠
れ
た
古
き
よ
き
も
の
、
近
代
性
と
は
異
な
る
も
の
へ
の
愛
着
は
さ
ら
に
加
速
し
、
エ
イ
ケ
ン
が
用
い
た
「
衝
障
の
乙
女
」
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
旧
弊
な
伝
統
破
壊
と
古
来
か
ら
の
人
間
の
真
実
を
伝
え
る
伝
統
維
持
と
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
。
ハ
ー
ン
も
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
も
浅
薄
な
近
代
主
義
と
戦
い
な
が
ら
人
間
の
本
質
を
求
め
よ
う
と
苦
闘
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
が
多
く
の
日
本
人
が
忘
れ
て
い
た
も
の
を
発
見
し
掘
り
起
こ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
い
き
、
そ
の
し
っ
と
り
と
し
た
詩
情
を
描
く
ハ
ー
ン
を
日
本
人
が
愛
す
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）
る
の
は
、
南
部
の
変
化
の
中
で
苦
悩
す
る
人
物
を
描
く
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
を
多
く
の
日
本
人
が
愛
読
す
る
こ
と
と
同
じ
次
元
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
間
の
心
の
深
奥
に
あ
る
、
歴
史
や
時
間
、
審
美
性
、
あ
る
い
は
人
間
の
あ
り
様
や
生
き
方
へ
の
共
感
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
繰
り
返
せ
ば
、
ク
リ
オ
ー
ル
的
な
も
の
を
基
盤
に
し
た
よ
り
深
遠
な
想
像
力
世
界
の
創
造
で
あ
り
、
そ
の
共
通
世
界
を
通
じ
て
ハ
ー
ン
と
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
距
離
は
一
層
接
近
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
両
者
の
共
通
世
界
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
と
、
ち
ょ
う
ど
ハ
ー
ン
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
離
れ
、
西
イ
ン
ド
諸
島
と
い
う
ト
ポ
ス
を
共
有
し
、
異
質
的
な
も
の
と
の
相
克
の
な
か
に
生
き
て
い
た
人
物
に
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
（E
u
gèn
e
H
en
ri
P
au
l
G
au
gu
in
,１８４８
―１９０３
）
が
い
る
。
ゴ
ー
ガ
ン
は
ロ
テ
ィ
の
西
イ
ン
ド
諸
島
に
関
す
る
書
物
に
惹
か
れ
た
が
、
ハ
ー
ン
も
一
八
八
〇
年
に
初
め
て
ロ
テ
ィ
の
『
ロ
テ
ィ
の
結
婚
』
の
一
部
を
英
訳
し
て
、「
タ
ヒ
チ
の
恋
愛
結
婚
」（“A
L
ove-M
atch
in
T
ah
iti”
）
と
し
て
『
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
』
に
掲
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
、
年
齢
的
に
も
生
き
た
時
代
を
同
じ
く
し
、
生
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
全
く
異
質
の
世
界
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
ガ
ン
が
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
島
に
移
っ
た
の
は
、
ハ
ー
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
へ
行
っ
た
同
じ
年
の
一
八
八
七
年
六
月
で
、
当
時
の
生
活
の
苦
境
を
脱
す
べ
く
友
人
ラ
ヴ
ァ
ル
と
一
八
八
七
年
四
月
に
パ
ナ
マ
に
出
か
け
た
後
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
で
新
し
い
作
風
を
生
み
出
す
自
然
に
出
合
う
が
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
島
滞
在
で
南
国
の
強
烈
な
光
に
触
れ
て
獲
得
し
た
ゴ
ー
ガ
ン
の
色
彩
は
、
創
作
の
大
き
な
転
機
と
な
る
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ガ
ン
は
熱
病
に
冒
さ
れ
数
ヶ
月
で
引
き
上
げ
る
が
、
ゴ
ッ
ホ
は
一
連
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
で
の
ゴ
ー
ガ
ン
の
作
品
に
接
し
て
、
ゴ
ー
ガ
ン
へ
の
尊
敬
を
深
め
た
と
い
う
。
一
八
八
八
年
に
は
ゴ
ッ
ホ
と
と
も
に
ア
ル
ル
で
生
活
す
る
が
、
結
局
う
ま
く
い
か
ず
、
傷
心
の
ゴ
ー
ガ
ン
は
一
八
九
一
年
に
タ
ヒ
チ
に
渡
る
。
そ
れ
は
ハ
ー
ン
が
日
本
へ
来
た
一
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
南
太
平
洋
の
島
で
、
ゴ
ー
ガ
ン
は
現
地
の
一
三
歳
の
少
女
を
愛
人
に
し
て
、
傷
心
の
ま
ま
制
作
を
続
け
る
。
い
っ
た
ん
一
八
九
三
年
帰
国
す
る
が
、
一
八
九
五
年
再
び
タ
ヒ
チ
へ
来
る
。
そ
し
て
一
八
九
七
年
に
人
間
の
生
死
の
深
奥
を
描
い
た
『
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
？
我
々
と
は
何
か
？
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
』
を
制
作
す
る
が
、
ハ
ー
ン
も
ま
た
、
長
い
間
「
死
」
の
影
に
と
り
つ
か
れ
、
人
間
の
存
在
に
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対
す
る
三
つ
の
疑
問
、「
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
こ
に
行
く
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
を
し
て
い
る
。
彼
は
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
に
そ
の
解
決
の
糸
口
を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
問
い
か
け
は
求
道
者
的
に
生
涯
持
ち
続
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ガ
ン
は
こ
の
タ
ヒ
チ
に
も
だ
ん
だ
ん
西
洋
文
化
が
流
入
し
て
く
る
こ
と
を
嫌
い
、
更
に
一
九
〇
一
年
タ
ヒ
チ
か
ら
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
東
の
ヒ
ヴ
ァ
・
オ
ア
島
に
移
り
、
こ
こ
が
彼
の
最
期
の
地
に
な
る
。
苦
し
い
生
活
の
中
、
一
九
〇
三
年
五
月
八
日
に
死
去
す
る
が
、
そ
れ
は
ハ
ー
ン
の
死
去
一
年
前
で
あ
っ
た
。
丹
治
恒
治
郎
は
著
書
『
最
後
の
ゴ
ー
ガ
ン
』
で
、
ゴ
ー
ガ
ン
が
、「
こ
の
地
上
の
ど
こ
に
も
、
彼
自
身
の
自
足
で
き
る
固
有
の
領
域
と
い
う
も
の
が
な
く
」、「
自
足
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
『
領
域
』
を
つ
く
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。」
と
言
い
な
が
ら
、
ゴ
ー
ガ
ン
は
旧
来
の
個
人
の
自
律
性
と
い
う
観
念
と
旧
釆
の
（
言
語
）
と
い
う
枠
組
み
を
踏
み
越
え
て
い
た
…
そ
の
存
在
が
主
体
の
領
域
の
埒
外
へ
は
み
出
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
原
地
民
の
存
在
も
彼
の
（
接
点
）
に
重
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
…
彼
が
想
像
、
表
現
、
現
実
の
三
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
い
て
、
た
え
ず
外
部
と
内
部
の
境
界
の
線
上
に
い
る
こ
と
に
努
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
い
う
野
性
の
追
究
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ガ
ン
は
、
苦
難
に
お
ち
こ
み
、
病
を
お
し
て
断
続
す
る
緊
張
を
繰
り
か
え
し
な
が
ら
、
つ
ね
に
境
界
域
の
人
間
で
あ
ろ
う
と
し
た
。
彼
の
肉
体
も
、
そ
の
性
の
観
念
も
、
そ
の
政
治
的
な
発
言
さ
え
も
、
こ
の
よ
う
な
人
間
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
。
彼
が
途
方
も
な
い
矛
盾
と
、
雑
種
性
﹇
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
﹈
を
担
っ
た
と
い
う
の
も
こ
の
意
味
で
あ
る
。
彼
に
は
古
典
的
な
意
味
で
の
整
合
性
は
な
い
‥
‥
わ
れ
わ
れ
の
眺
め
る
ゴ
ー
ガ
ン
は
、
お
ど
ろ
く
べ
き
執
拗
さ
を
も
っ
て
、
た
え
ず
外
部
と
内
部
と
の
接
点
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
さ
に
彼
自
身
の
言
う
と
お
り
「
動
き
〈
あ
ら
わ
れ
〉
を
つ
く
り
だ
す
」
場
所
、
す
な
わ
ち
思
考
の
表
現
を
生
み
出
す
領
域
に
お
い
て
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
（
２０
）
。
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こ
の
状
況
は
ハ
ー
ン
の
生
き
方
と
置
き
換
え
て
も
何
ら
違
和
感
は
な
い
。
一
方
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
場
合
は
、
い
わ
ば
青
年
時
代
に
異
国
の
地
に
身
を
置
い
た
が
、
一
九
二
七
年
に
一
度
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
戻
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降
、
故
郷
の
「
小
さ
な
郵
便
切
手
の
よ
う
な
わ
が
故
郷
」
た
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
舞
台
に
執
筆
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
は
ハ
ー
ン
や
ゴ
ー
ガ
ン
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
異
質
な
も
の
の
接
点
か
ら
、「
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
」
を
「
ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
ル
」
な
も
の
へ
昇
華
す
る
芸
術
創
造
に
は
む
し
ろ
深
い
共
通
点
が
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
日
本
理
解
も
、「
異
国
性
」
は
理
解
で
き
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
彼
は
、
晩
年
に
、
日
本
理
解
の
集
大
成
と
し
て
、『
日
本
―
一
つ
の
試
論
』
を
書
く
が
、
ま
ず
「
わ
か
り
に
く
さ
」
と
い
う
小
見
出
し
か
ら
始
め
、
次
の
「
珍
し
さ
と
魅
力
」
と
い
う
項
目
で
、
も
う
だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
わ
た
く
し
の
親
し
く
し
て
い
た
日
本
の
友
人
が
、
死
ぬ
少
し
前
に
、
わ
た
く
し
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
あ
な
た
も
、
あ
と
四
、
五
年
も
た
っ
て
、
日
本
人
と
い
う
も
の
が
ま
だ
少
し
も
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、
自
分
で
そ
う
気
が
つ
か
れ
た
時
に
、
は
じ
め
て
日
本
人
と
い
う
も
の
が
多
少
わ
か
り
か
け
て
く
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
と
お
り
で
、
わ
た
く
し
は
こ
の
友
人
の
言
っ
た
予
言
が
嘘
で
な
い
と
わ
か
っ
て
か
ら
、
―
―
つ
ま
り
、
日
本
人
と
い
う
も
の
が
ま
だ
少
し
も
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
自
分
で
気
が
つ
い
て
か
ら
、
よ
う
や
く
、
こ
の
論
文
を
書
い
て
み
る
資
格
が
自
分
に
も
で
き
た
と
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
（
２１
）
。
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
日
本
の
国
の
い
ろ
い
ろ
の
事
物
の
外
見
上
の
珍
し
さ
、
こ
れ
は
は
じ
め
て
見
る
と
、〔
少
な
く
と
も
、
あ
る
一
部
の
人
た
ち
に
は
〕
と
て
も
筆
な
ど
で
は
書
け
な
い
、
な
に
か
不
思
議
な
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
心
持
を
起
さ
せ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い
物
を
見
る
と
き
に
起
こ
る
、
あ
の
な
に
か
薄
気
味
の
悪
い
よ
う
な
感
じ
、
―
―
あ
れ
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だ
（
２２
）
。」
と
言
い
な
が
ら
、
具
体
的
に
珍
し
い
も
の
を
あ
げ
て
い
く
。
さ
ら
に
ハ
ー
ン
は
、「
こ
の
よ
う
な
世
界
の
根
底
に
ひ
そ
ん
で
い
る
不
思
議
な
も
の
―
―
心
理
学
的
な
不
思
議
さ
は
、
こ
れ
は
ま
た
、
目
に
見
え
る
外
見
の
不
思
議
さ
よ
り
も
、
も
っ
と
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。」
と
言
い
な
が
ら
、
日
本
人
と
西
洋
人
の
相
違
が
、
子
供
時
代
の
小
さ
な
違
い
か
ら
、
成
人
に
な
る
頃
に
は
、
大
き
な
違
い
に
な
っ
て
い
く
大
き
な
開
き
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
思
想
は
西
欧
人
の
思
想
と
は
違
う
し
、
情
操
も
違
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
倫
理
生
活
は
、
わ
れ
わ
れ
西
欧
人
が
ま
だ
探
究
し
た
こ
と
の
な
い
、
で
な
け
れ
ば
、
と
う
の
昔
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
思
想
と
感
情
の
世
界
を
、
わ
れ
わ
れ
に
呈
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
人
が
日
常
使
っ
て
い
る
こ
と
ば
、
そ
の
ど
れ
一
つ
で
も
い
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
ば
に
翻
訳
し
て
み
る
と
い
い
。
ま
る
で
そ
れ
は
意
味
も
ク
ソ
も
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
、
英
語
の
い
ち
ば
ん
簡
単
な
文
句
を
、
日
本
語
に
逐
字
訳
し
て
見
る
が
い
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
を
習
っ
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
に
は
、
ま
る
で
そ
れ
は
チ
ン
プ
ン
、
カ
ン
プ
ン
で
、
意
味
が
通
じ
な
い
だ
ろ
う
（
２３
）
。
と
述
べ
、
結
局
、
外
国
人
が
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
思
考
す
る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
、「
逆
に
考
え
、
上
か
ら
下
へ
と
考
え
、
内
か
ら
外
へ
考
え
る
と
い
う
、
ア
リ
ア
ン
人
の
習
慣
と
は
ま
る
き
り
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
方
向
に
物
を
考
え
る
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
」、
い
く
ら
こ
と
ば
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
日
本
人
を
本
当
に
理
解
出
来
な
い
と
い
う
（
２４
）
。
ま
た
先
に
触
れ
た
女
性
ハ
リ
デ
イ
に
、
出
雲
か
ら
、「
東
洋
と
西
洋
に
は
遮
断
さ
れ
た
大
理
石
の
壁
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
で
そ
れ
以
上
進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
思
う
と
不
幸
に
思
え
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
り
悩
み
ま
す
（
２５
）
。」
と
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
逆
説
的
に
異
文
化
空
間
に
身
を
さ
ら
し
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
憧
れ
や
夢
幻
を
伴
っ
た
想
像
力
が
促
進
さ
れ
、
新
し
い
創
造
世
界
へ
入
り
込
ん
で
い
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
苦
悩
の
道
程
で
あ
り
、
旅
行
者
的
冷
静
な
立
場
を
放
棄
し
て
、
人
種
や
風
俗
習
慣
に
対
し
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て
寛
容
と
複
眼
的
視
点
を
自
ず
と
必
要
と
し
、
立
場
の
逆
転
と
他
者
へ
の
共
感
を
伴
う
も
の
で
、
ハ
ー
ン
自
身
十
分
に
自
戒
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
平
な
立
場
か
ら
東
洋
の
生
活
と
思
想
と
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
人
は
、
同
時
に
東
洋
人
の
見
地
か
ら
西
洋
の
生
活
や
思
想
を
考
究
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
‥
‥
要
は
当
人
の
人
柄
と
理
解
能
力
の
問
題
だ
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
東
洋
の
影
響
を
受
け
る
の
は
必
定
で
あ
る
…
か
つ
て
は
当
然
の
真
実
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
、
今
や
怪
し
い
変
則
的
な
も
の
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
従
来
、
西
洋
の
慣
習
に
従
っ
て
西
洋
の
文
明
に
な
さ
れ
て
い
た
評
価
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
考
え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
油
然
と
し
て
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
（
２６
）
。
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
的
に
言
え
ば
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
っ
て
そ
の
心
の
葛
藤
を
理
解
し
描
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
ン
が
持
っ
て
い
た
生
来
的
な
人
種
意
識
は
、
も
ち
ろ
ん
環
境
や
時
代
を
異
に
す
る
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
も
の
と
は
違
う
側
面
が
あ
る
が
、
し
か
し
人
種
を
越
え
た
個
々
の
人
間
の
心
を
何
よ
り
も
先
に
創
造
世
界
に
描
き
込
ん
で
い
っ
た
そ
の
心
情
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。こ
の
人
種
を
越
え
よ
う
と
す
る
根
幹
に
は
、
共
通
し
た
自
然
観
や
宇
宙
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
が
巣
く
う
大
地
や
土
地
の
霊
と
い
っ
た
も
の
で
、
自
然
と
の
融
合
や
霊
的
な
感
覚
は
、
や
は
り
人
間
の
生
き
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
場
合
、
文
学
の
出
発
点
が
、
特
に
詩
作
の
場
合
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
的
な
パ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ン
の
住
む
森
や
木
の
精
（
霊
）
か
ら
次
第
に
土
着
の
自
然
に
移
行
し
て
い
く
が
、
ハ
ー
ン
の
場
合
も
こ
の
両
者
は
密
着
し
て
お
り
、
汎
神
論
的
な
日
本
の
自
然
へ
の
没
入
は
ま
さ
に
日
本
人
そ
の
も
の
へ
の
融
合
的
な
色
彩
を
も
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
ー
ン
は
、
日
本
と
い
う
国
の
外
見
上
の
不
思
議
の
な
か
に
は
、
美
し
さ
が
溢
れ
て
お
り
、「
こ
の
国
の
内
面
的
な
不
思
議
の
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な
か
に
も
、
そ
こ
に
は
お
の
ず
か
ら
ま
た
独
特
の
美
し
さ
が
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
美
し
さ
は
、
庶
民
の
日
常
生
活
の
上
に
反
映
し
て
い
る
道
徳
的
な
美
し
さ
で
あ
る
（
２７
）
。」
と
認
め
、
そ
の
中
に
身
を
投
げ
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
異
文
化
空
間
か
ら
の
創
造
は
、
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
、
あ
る
い
は
ゴ
ー
ガ
ン
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
空
間
に
身
を
置
く
人
に
等
し
く
押
し
迫
り
、
そ
こ
に
新
し
い
想
像
力
を
働
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
学
者
や
芸
術
家
の
創
造
性
の
奥
深
い
根
源
に
は
、
異
質
な
も
の
、
異
教
的
な
も
の
と
の
ぎ
り
ぎ
り
の
接
点
で
人
間
の
心
の
葛
藤
を
見
つ
け
、
そ
こ
に
作
家
や
画
家
と
し
て
の
視
点
を
据
え
て
創
作
を
し
て
い
く
過
程
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
深
い
内
面
的
な
共
通
項
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
相
互
理
解
と
い
う
次
元
に
立
ち
な
が
ら
も
、
同
時
に
孤
独
な
闘
い
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
ゴ
ー
ガ
ン
で
述
べ
た
よ
う
に
、
内
部
に
矛
盾
と
、
雑
種
性
﹇
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
﹈
を
抱
え
込
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
長
岡
真
吾
は
、
次
の
よ
う
に
分
析
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ン
の
最
大
の
特
質
の
一
つ
に
、「
越
境
性
と
浸
透
性
と
い
う
相
反
す
る
特
質
の
共
存
」
を
あ
げ
て
い
る
。
国
境
・
階
級
・
人
種
・
言
語
・
文
化
な
ど
を
繰
り
返
し
越
境
し
て
き
た
経
験
を
、
ハ
ー
ン
は
時
に
は
直
接
的
に
、
ま
た
時
に
は
暗
示
的
に
作
品
に
込
め
ま
し
た
。
一
方
で
土
地
に
根
ざ
し
た
固
有
の
事
物
と
し
て
物
語
を
吸
収
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
そ
れ
を
外
の
世
界
に
向
け
た
言
葉
に
変
換
し
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
境
界
の
越
境
者
と
し
て
の
外
部
の
視
線
を
保
ち
な
が
ら
も
、
境
界
の
内
部
に
同
化
し
な
け
れ
ば
獲
得
で
き
な
い
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
し
た
逆
方
向
性
・
双
方
向
性
の
視
点
を
同
時
に
内
在
さ
せ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ハ
ー
ン
の
作
品
は
世
界
文
学
や
脱
中
心
化
、
あ
る
い
は
異
文
化
共
存
な
ど
と
い
う
文
脈
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
２８
）
。
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
も
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
と
っ
て
も
、
こ
の
ク
リ
オ
ー
ル
の
異
郷
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
は
、
越
境
性
と
浸
透
性
の
深
化
を
促
進
さ
せ
た
南
部
の
都
会
で
あ
っ
た
。
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（
四
七
）
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
、
西
田
幾
多
郎
の
ハ
ー
ン
像
は
そ
の
ま
ま
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
に
も
あ
て
は
ま
る
。
ヘ
ル
ン
氏
は
万
象
の
背
後
に
心
霊
の
活
動
を
見
る
と
い
ふ
様
な
一
種
深
い
神
秘
思
想
を
抱
い
た
文
学
者
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
我
々
の
単
純
な
る
感
覚
や
感
情
の
奥
に
過
去
幾
千
年
来
の
生
の
博
脈
を
を
感
じ
た
の
み
な
ら
ず
、
肉
体
的
表
情
の
一
々
の
上
に
も
祖
先
以
来
幾
世
の
霊
の
活
動
を
見
た
。
氏
に
従
え
ば
、
我
々
人
格
は
我
々
一
代
の
も
の
で
は
な
く
、
祖
先
以
来
幾
代
か
の
複
合
体
で
あ
る
。
我
々
の
肉
の
底
に
は
祖
先
以
来
の
生
命
の
流
れ
が
波
だ
っ
て
居
る
、
我
々
肉
体
は
無
限
の
過
去
か
ら
現
世
に
連
な
る
は
て
し
な
き
心
霊
の
の
柱
の
こ
な
た
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
、
こ
の
肉
体
は
無
限
な
る
心
霊
の
群
衆
の
物
質
的
標
徴
で
あ
る
（
２９
）
。
そ
れ
は
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
の
言
う
、「
過
去
と
い
う
も
の
は
な
い
。
す
べ
て
現
在
だ
。」、
と
い
う
時
間
認
識
に
立
ち
戻
る
。
〔
注
〕
（
１
）
ク
リ
オ
ー
ル
と
い
う
語
は
、
も
と
ス
ペ
イ
ン
語
の“criar”
（
生
む
、
育
て
る
）
よ
り
で
た
言
葉
で
、
一
五
二
〇
年
に
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
を
征
服
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
、
本
国
で
生
ま
れ
た
純
潔
の
子
孫
や
、
植
民
地
で
生
ま
れ
た
純
潔
の
子
孫
と
、
植
民
地
で
生
ま
れ
た
混
血
と
を
区
別
す
る
た
め
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
用
い
る
ク
リ
オ
ー
ル
（
文
化
）
と
い
う
表
現
は
、
一
義
的
に
は
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
や
西
イ
ン
ド
諸
島
な
ど
が
歴
史
的
に
持
つ
、
混
血
（
人
種
）
や
混
淆
言
語
を
さ
す
が
、
特
に
ハ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
が
接
し
て
吸
収
し
、
彼
ら
の
創
造
世
界
を
象
る
こ
と
に
な
る
異
国
性
、
異
文
化
性
、
あ
る
い
は
異
教
的
な
側
面
を
さ
し
て
い
る
。
平
川

弘
は
、
ハ
ー
ン
は
「
ク
リ
オ
ー
ル
性
」（creolen
ess
）
を
創
り
だ
し
た
人
で
、
こ
の
「
ク
リ
オ
ー
ル
性
」
と
は
、「
人
間
が
」
日
常
生
活
で
、
い
た
っ
て
平
凡
な
行
為
行
動
の
中
で
、
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
・
人
種
的
・
言
語
的
・
宗
教
的
構
成
要
素
を
自
分
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
さ
し
」（
三
三
四
頁
）、
広
義
の
ク
リ
オ
ー
ル
化
を
、「
中
心
文
化
と
周
辺
文
化
の
習
合
の
謂
い
」（
三
四
〇
頁
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
も
本
能
的
に
そ
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
平
川

弘
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
ー
ー
植
民
地
化
・
キ
リ
ス
ト
教
化
・
文
明
開
化
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。
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（
２
）L
afcadio
H
earn
,
L
etters
to
a
P
agan
.
R
obert
B
ru
n
o
P
ow
ers,
D
etroit
1933.
p.
33.
（
３
）
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
バ
レ
ッ
ト
文
庫
蔵
。
（
４
）Joseph
B
lotn
er,
F
au
lkn
er:
A
B
iograph
y.
2
vols.
N
ew
Y
ork:
R
an
dom
H
ou
se,
1974.
p.
330.
（
５
）F
ran
cis
B
ow
en
D
u
rrett,
“T
h
e
N
ew
O
rlean
s
D
ou
ble
D
ealer.”
R
eality
an
d
M
yth
:
E
ssays
in
A
m
erican
L
iteratu
re
in
M
em
ory
of
R
ich
m
on
d
C
room
B
eatty.
E
d.
W
illiam
E
.
W
alker
an
d
R
obert
L
.
W
alker.
N
ash
ville:
V
an
derbilt
U
P
,
1964.
p.
212.
（
６
）
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
七
年
ま
で
、
ル
イ
ビ
ル
の
南
部
歴
史
協
会
（th
e
S
ou
th
ern
H
istorical
S
ociety
）
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
支
部
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
た
月
刊
誌
。
（
７
）W
illiam
F
au
lkn
er,
N
ew
O
rlean
s
S
ketch
es.
E
d.
C
arvel
C
ollin
s.
N
ew
B
ru
n
sw
ick,
N
.
J.:
R
u
tgers
U
P
,
1958.
p.
47.
（
８
）Ibid
.,
p.
48.
（
９
）Ibid
.,
p.
37.
（
１０
）
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
ェ
、
井
村
実
名
子
訳
『
モ
ー
パ
ン
嬢
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）、
三
〇
頁
参
照
。
「
ぼ
く
は
亡
霊
よ
り
彫
像
を
、
薄
明
よ
り
も
真
昼
を
愛
す
る
。
ぼ
く
は
三
つ
の
も
の
、
そ
れ
は
黄
金
と
大
理
石
と
緋
色
、
す
な
わ
ち
光
輝
、
堅
牢
、
色
彩
だ
。
ぼ
く
の
夢
は
こ
の
三
者
で
構
成
さ
れ
、
ぼ
く
の
キ
マ
イ
ラ
の
住
ま
う
宮
殿
も
こ
の
素
材
で
造
ら
れ
る
。」
（
１１
）『
モ
ー
パ
ン
嬢
（
下
）』、
一
二
四
頁
。
（
１２
）C
arvel
C
ollin
s,
ed.,
W
illiam
F
au
lkn
er:
E
arly
P
rose
an
d
P
oetry.
B
oston
&
T
oron
to:
L
ittle,
B
row
n
an
d
C
om
pan
y,
1962.
p.
114.
（
１３
）Jam
es
G
ray
W
atson
,“N
ew
O
rlean
s,
T
h
e
D
ou
ble
D
ealer,
an
d
‘N
ew
O
rlean
s.’”
A
m
erican
L
iteratu
re
56
（1984
）.p.
223.
（
１４
）E
arly
P
rose
an
d
P
oetry,
p.
176.
（
１５
）
た
だ
エ
イ
ケ
ン
は
な
ぜ
か
浮
世
絵
師
を
広
重
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
も
そ
の
元
に
な
っ
た
青
木
鷺
水
の
『
御
伽
百
話
物
語
』
の
中
の
「
絵
の
婦
人
（
お
ん
な
ひ
と
）
に
契
る
」
で
も
菱
川
師
宣
と
な
っ
て
い
る
。
（
１６
）Jam
es
B
.
M
eriw
eth
er,
an
d
M
ich
ael
M
illgate,
eds.,
L
ion
in
th
e
G
ard
en
:
In
terview
s
w
ith
W
illiam
F
au
lkn
er
〈1926- 1962
〉.
N
ew
Y
ork:
R
an
dom
H
ou
se,
1968.
p.
151.
（
１７
）
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ラ
ロ
ク
・
テ
ィ
ン
カ
ー
、
木
村
勝
造
訳
『
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
時
代
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
二
〇
〇
四
年
）、
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（
四
九
）
二
九
二
〜
二
九
六
頁
。
（
１８
）
池
田
雅
之
訳
『
日
本
の
面
影
』（
角
川
ソ
フ
イ
ア
文
庫
、
平
成
一
六
年
）、
九
頁
。
（
１９
）
ハ
ー
ン
も
、
一
八
七
七
年
の
『
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
』（
シ
ン
シ
ナ
チ
）
に
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
、「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
」
と
い
う
記
事
や
「
雨
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
」、
さ
ら
に
翌
年
に
も
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か
ら
の
手
紙
」
や
、
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
『
ア
イ
テ
ム
』
に
「
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
魅
力
」
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
靴
磨
き
や
乞
食
の
描
写
、
あ
る
い
は
地
中
海
近
辺
か
ら
の
移
民
の
描
写
な
ど
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
と
同
じ
目
で
見
た
記
事
も
あ
り
、
両
者
の
観
察
の
共
通
性
を
見
せ
て
い
る
。
（
２０
）
丹
治
恒
治
郎
『
最
後
の
ゴ
ー
ガ
ン
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
七
四
〜
七
五
頁
。
（
２１
）
平
井
呈
一
訳
『
全
訳
小
泉
八
雲
作
品
集
第
一
一
巻
』（
恒
文
社
、
昭
和
三
九
年
）、
八
頁
。
（
２２
）
同
書
、
八
頁
。
（
２３
）
同
書
、
一
二
頁
。
（
２４
）
同
書
、
二
二
〜
三
頁
。
（
２５
）L
etters
to
a
P
agan
,
p.
95.
（
２６
）
平
川

弘
編
小
泉
八
雲
『
日
本
の
心
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）、
四
五
〜
六
頁
。
（
２７
）『
全
訳
小
泉
八
雲
作
品
集
第
一
一
巻
』、
一
四
頁
。
（
２８
）
島
根
大
学
付
属
図
書
館
八
雲
出
版
編
集
委
員
会
・
島
根
大
学
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
研
究
会
共
編
『
教
育
者
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
世
界
』
（
ワ
ン
・
ラ
イ
ン
、
二
〇
〇
六
年
）、
四
八
二
頁
。
（
２９
）
田
部
隆
次
『
小
泉
八
雲
』（
北
星
堂
、
一
九
八
〇
年
）、「
序
」、
Ｖ
頁
。
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